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The Appearance of Sanpokojin  
and the Statue of Kongoyasha Myoo

TSUJIMOTO Shinya

Summary 
This paper researches the origins of the appearance of Sanpokojin. Studies on 
statues of Sanpokojin indicate the prevalence of the three-faced, three-eyed, six-
armed image in sculpture and of the eight-faced, three-eyed, eight-armed image 
in painting. This paper has two purposes: 1) to examine what kind of literature 
these images are based on and 2) to determine the origin of the three-faced, 
three-eyed, six-armed image. We found a basis in literature for the eight-faced, 
three-eyed, eight-armed image but not for the three-faced, three-eyed, six-armed 
image. This paper focuses on the similarities between the image of the three-
faced, three-eyed, six-armed Sanpokojin and the statue of Kongoyasha Myoo, 
noting that the creator of the three-faced, three-eyed, six-armed Sanpokojin refers 
to the statue of Kongoyasha Myoo. In pre-Buddhist times, both Sanpokojin 
and Kongoyasha Myoo were trouble-making deities. After the local population 
converted to Buddhism, both were transformed into Goho-zenjin--good deities 
maintaining the Dharma of Buddhism. This shared transformation explains the 
likeness between the image of Sanpokojin and that of Kongoyasha Myoo.

三宝荒神の像容と金剛夜叉明王像

辻 本 臣 哉
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は
じ
め
に

荒
神
は
、
正
式
な
仏
教
の
経
典
に
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
日
本
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
神
で
あ
る
。
荒
神
と
い
っ
て

も
、
火
の
神
、
竈
の
神
と
さ
れ
る
三
宝
荒
神
、
地
域
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
る
地
荒
神
、
そ
の
他
屋
敷
神
や
同
族
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
荒
神
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
荒
神
の
研
究
は
、
仏
教
学
や
文
学
だ
け
で
な
く
、
民
俗
学
に
よ
っ
て
も
研
究
さ
れ
て
き
た）

1
（

。

し
た
が
っ
て
、
荒
神
と
い
っ
て
も
そ
の
範
囲
は
か
な
り
広
い
た
め
、
本
稿
で
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
守
る
と
さ
れ
る
三
宝
荒
神

を
研
究
対
象
と
す
る
。
三
宝
荒
神
は
、
仏
教
色
が
強
い
が
、
修
験
道
、
神
道
、
陰
陽
道
と
も
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
三
宝

荒
神
が
、『
大
日
経
疏
』
に
説
か
れ
る
剣
婆
と
同
一
視
さ
れ
、
ま
た
、
火
の
神
、
竈
の
神
と
し
て
火
を
防
ぐ
こ
と
が
信
仰
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
三
宝
荒
神
の
原
始
の
信
仰
に
遡
り
、
そ
の
像
容
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
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仏
教
美
術
に
お
け
る
三
宝
荒
神
の
先
行
研
究
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
石
川
知
彦
氏
は
、
現
存
し
て
い
る
三
宝
荒
神

像
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
彫
刻
に
お
け
る
三
面
三
目
六
臂
像
と
、
絵
画
に
お
け
る
八
面
三
目
八
臂
像
が
主

流
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

2
（

。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
三
宝
荒
神
の
像
容
の
起
源
に
つ
い
て
は
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
像
容
が
ど
の
よ
う
な
文
献
に
基
づ
い
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
結
論
か

ら
申
し
上
げ
る
と
、
文
献
的
に
は
八
面
三
目
八
臂
像
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
が
、
三
面
三
目
六
臂
像
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
第
二
の
目
的
は
、
彫
刻
に
多
い
三
面
三
目
六
臂
像
の
起
源
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と

し
て
、
密
教
の
明
王
像
と
の
類
似
性
か
ら
考
察
す
る
。
三
宝
荒
神
の
像
容
が
密
教
の
明
王
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
数
あ
る
明
王
像
の
中
で
も
金
剛
夜
叉
明
王
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
検
討
に
際
し
、
三
宝
荒
神
及

び
金
剛
夜
叉
明
王
に
お
い
て
、
障
礙
神
が
護
法
善
神
へ
転
換
す
る
と
い
う
共
通
性
に
注
目
す
る
。

本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
現
存
す
る
三
宝
荒
神
像
の
種
類
と
そ
の
像

容
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
現
存
す
る
三
宝
荒
神
の
像
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
文
献
的
な
裏
付
け
が
あ
る
か
ど
う
か
検
証
す
る
。

検
証
の
結
果
、
三
面
三
目
六
臂
像
に
つ
い
て
は
、
文
献
的
に
そ
の
起
源
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
像
容
の

起
源
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
三
宝
荒
神
の
三
面
三
目
六
臂
像
と
最
も
類
似
点
の
多
い
東
寺
講
堂
の
金
剛
夜
叉
明
王
像
を

取
り
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
三
面
三
目
六
臂
と
い
う
三
宝
荒
神
の
像
容
が
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
を
参
考
に
し
た
可
能
性
を
検
討
す
る

た
め
、
両
尊
の
性
格
の
共
通
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
検
証
に
際
し
、
両
尊
の
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
に
転
換
す
る
共
通
性
に
注

目
す
る
。
最
後
に
、
結
論
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
る
。
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一

現
存
す
る
三
宝
荒
神
像
の
種
類
と
そ
の
像
容

石
川
知
彦
氏
は
、
三
宝
荒
神
像
の
遺
品
に
つ
い
て
包
括
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
彫
刻
で
は
、
最
古
と
な
る
の
が
、

平
安
時
代
後
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
、
金
峯
山
経
塚
出
土
品
の
三
面
三
目
八
臂
像
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、

室
町
時
代
に
四
躯
制
作
さ
れ
た
の
が
確
認
さ
れ
る
が
、
庫
蔵
寺
（
三
重
県
）
木
彫
の
み
が
八
面
三
目
八
臂
座
像
で
、
浄
妙
寺
（
神

奈
川
県
）
木
彫
、
伽
耶
院
（
兵
庫
県
）
木
彫
、
地
蔵
院
（
滋
賀
県
）
木
彫
の
三
躯
が
、
三
面
三
目
六
臂
立
像
で
あ
る
。
一
方
、
絵

画
で
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ
た
十
三
例
の
う
ち
、
九
例
が
八
面
三
目
八
臂
立
像
ま
た
は
座
像
で
あ
り
、
残
り

は
、
八
面
三
目
二
臂
立
像
ま
た
は
座
像
が
二
例
、
五
面
三
目
十
臂
座
像
、
八
面
二
目
八
臂
立
像
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
で
あ
る）

3
（

。

三
宝
荒
神
像
の
主
流
は
、
彫
刻
に
多
い
三
面
三
目
六
臂
像
と
、
絵
画
に
多
い
八
面
三
目
八
臂
像
と
な
る
。

二

三
宝
荒
神
及
び
そ
の
像
容
に
つ
い
て
の
文
献
的
考
察

三
宝
荒
神
は
、
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
『
仏
説
大
荒
神
施
与
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経
（
大
荒
神
経
）』
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ

の
経
で
は
、
仏
の
前
に
、
天
女
が
現
れ
、
三
宝
荒
神
に
つ
い
て
語
る
。
過
去
仏
・
空
王
如
来
の
三
人
の
使
者
が
、
飢
渇
神
、
貧
欲

神
、
障
礙
神
で
あ
り
、
末
世
に
荒
神
と
し
て
顕
現
し
、
衆
生
に
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
請
願
し
て
い
る
と
言
う
。
そ
こ
に
、
こ
の

三
名
の
鬼
王
が
現
れ
る
。
そ
こ
で
、
仏
は
、
慈
悲
と
忿
怒
は
車
の
両
輪
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
荒
神
は
、
如
来
の
化
身
で
あ
り
、
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衆
生
に
強
い
信
仰
と
精
進
を
勧
め
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
顕
現
し
て
い
る
と
語
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
名
は
、
大
日
如
来
、
文
殊

師
利
、
不
動
明
王
で
あ
る
と
と
も
に
、
貧
瞋
痴
の
三
毒
で
も
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
三
宝
荒
神
の
類
似
し
た
話
は
、
同
じ
く

日
本
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
『
仏
説
宇
賀
神
王
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経
』
に
も
登
場
す
る
。

三
宝
荒
神
を
感
得
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
役
小
角
（
生
没
年
不
詳
）、
勝
尾
寺
の
開
成
（
七
二
四
〜
七
八
一
）、
子
島
寺
の

真
興
（
九
三
五
〜
一
〇
〇
四
）
の
三
名
で
あ
る
。
ま
ず
、
役
小
角
の
三
宝
荒
神
感
得
は
、『
真
俗
仏
事
編
』
巻
之
一
祈
祷
編
に

「
大
和
国
城
上
郡
鷲
峰
山
竹
林
寺
記
に
曰
く
」
と
し
て
、
そ
の
像
容
は
首
に
宝
冠
を
戴
い
て
お
り
、
六
臂
を
持
つ
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
右
の
第
一
手
に
独
鈷
、
第
二
手
に
蓮
華
、
第
三
手
に
宝
塔
、
左
第
一
手
に
鈴
、
第
二
手
に
宝
珠
、
第
三
手
に
羯

磨
を
持
っ
て
い
る）

4
（

。
こ
の
像
容
は
、
室
町
時
代
の
彫
刻
に
多
い
、
三
面
三
目
六
臂
立
像
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
縁
起

に
従
っ
て
三
面
三
目
六
臂
立
像
が
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
『
笠
荒
神
鷲
峯
山
竹
林
寺
來
由

記
』
で
は
、
役
小
角
の
感
得
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
三
宝
荒
神
の
像
容
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、『
真
俗
仏
事
編
』
に
お
け
る
三
宝
荒
神
の
像
容
は
、
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
逆
に
実
際
の

三
面
三
目
六
臂
立
像
を
基
に
、
そ
の
像
容
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
勝
尾
寺
の
開
成
の
三
宝
荒
神
の
感
得
に
つ
い
て
は
、『
摂
州
島
下
郡
応
頂
山
勝
尾
寺
支
証
類
聚
第
一
縁
起
（
勝
尾
寺
流

記
）』
に
よ
る
と
、
夢
に
八
面
八
臂
の
鬼
神
が
千
万
の
眷
属
と
と
も
に
現
れ
た
と
説
か
れ
て
い
る）

5
（

。
鈴
木
佐
内
氏
に
よ
れ
ば
、
こ

の
部
分
は
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
に
沙
弥
心
空
な
る
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
心
空
は
、
縁
起
作
成
に
あ
た
っ
て

古
記
録
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
縁
起
の
内
容
が
書
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る）

（
（

。

最
後
に
、
子
島
寺
真
興
の
三
宝
荒
神
の
感
得
に
つ
い
て
は
、『
子
島
山
観
覚
寺
縁
起
』
に
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
像
容
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い）

7
（

。
し
た
が
っ
て
、
縁
起
等
の
文
献
で
記
さ
れ
た
三
宝
荒
神
の
像
容
は
、
八
面
八
臂
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
平
安
時
代
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
は
、
三
宝
荒
神
の
像
容
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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そ
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝
時
代
、
室
町
時
代
に
造
ら
れ
た
八
面
三
目
八
臂
の
三
宝
荒
神
の
画
像
は
、
勝
尾
寺
の
開
成
の
感

得
縁
起
が
基
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
三
宝
荒
神
の
像
容
に
つ
い
て
、
時
代
は
下
が
る
が
、
一
六
九
〇
年
発
行
の
『
仏
像
図
彙
』
に
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
二
種
類
の
三
宝
荒
神
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
忿
怒
形
の
三
面
三
目
六
臂
立
像
で
、
左
手
に
五
鈷
鈴
、
戟
、
弓
を
、
右

手
に
五
鈷
杵
、
剣
、
矢
を
持
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
彫
刻
に
多
い
、
三
面
三
目
六
臂
立
像
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
逆
に

三
面
三
目
六
臂
立
像
の
彫
刻
像
を
基
に
し
て
、
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
子
島
寺
真
興
が
感
得
し
た
と
伝

わ
る
子
島
荒
神
で
、
雲
の
上
に
坐
す
る
一
面
二
目
四
臂
座
像
で
、
左
手
に
五
鈷
鈴
と
羯
磨
、
右
手
に
五
鈷
杵
、
宝
輪
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
像
の
前
に
白
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
姿
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
宇
賀
神
信
仰
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
三

宝
荒
神
の
像
容
は
、
鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
の
彫
刻
や
絵
画
に
見
ら
れ
な
い
。

以
上
か
ら
、
八
面
三
目
八
臂
像
は
、
文
献
に
よ
っ
て
そ
の
裏
付
け
が
得
ら
れ
る
が
、
三
面
三
目
六
臂
像
に
つ
い
て
は
、
文
献
上

は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
章
で
は
、
三
面
三
目
六
臂
像
の
起
源
に
つ
い
て
、
明
王
像
な
ど
他
の
像
容
を

参
考
に
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

三

三
宝
荒
神
の
像
容
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
類
似
性

前
述
し
た
よ
う
に
、
三
面
三
目
六
臂
立
像
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
浄
妙
寺
（
神
奈
川
県
）
木
彫
、
伽
耶
院
（
兵
庫
県
）
木
彫
、

地
蔵
院
（
滋
賀
県
）
木
彫
の
三
躯
で
あ
る
。
ま
ず
、
浄
妙
寺
（
神
奈
川
県
）
木
彫
は
、
左
手
に
五
鈷
鈴
、
宝
弓
、
日
輪
、
右
手
に

五
鈷
杵
、
宝
箭
、
月
輪
を
持
っ
て
い
る
。
次
に
、
伽
耶
院
（
兵
庫
県
）
木
彫
は
、
左
手
に
五
鈷
鈴
、
羂
索
、
宝
珠
、
右
手
に
五
鈷
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杵
、
宝
剣
、
銊
を
持
つ
。
最
後
に
、
地
蔵
院
（
滋
賀
県
）
木
彫
は
、
左
手
に
五
鈷
鈴
、
宝
弓
、
宝
珠
、
右
手
に
五
鈷
杵
、
宝
箭
、

戟
を
持
っ
て
い
る
。
三
躯
と
も
、
第
一
手
に
五
鈷
鈴
と
五
鈷
杵
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
第
二
手
、
第
三
手
で
は
、

宝
弓
、
宝
箭
、
羂
索
、
宝
珠
、
銊
、
戟
な
ど
が
持
た
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
三
面
三
目
六
臂
立
像
の
三
宝
荒
神
の
像
容
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
寺
講

堂
の
金
剛
夜
叉
明
王
像
は
、
三
面
五
目
六
臂
立
像
で
、
左
手
に
五
鈷
鈴
、
宝
弓
、
羂
索
、
右
手
に
五
鈷
杵
、
宝
箭
、
宝
剣
を
持
っ

て
い
る）

（
（

。
金
剛
夜
叉
明
王
像
は
、
三
宝
荒
神
の
よ
う
に
三
目
で
は
な
く
、
五
目
で
あ
る
が
、
三
面
六
臂
で
あ
る
こ
と
が
共
通
で
あ

り
、
左
右
の
手
に
持
っ
て
い
る
も
の
が
似
て
い
る
。
愛
染
明
王
像
も
、
三
目
で
六
臂
、
か
つ
左
右
に
持
っ
て
い
る
も
の
も
類
似
し

て
い
る
が
、
三
面
で
は
な
く
一
面
で
あ
る
。
や
は
り
、
三
宝
荒
神
の
像
容
は
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
に
最
も
似
て
い
る
と
言
え
る）

（
（

。

こ
こ
で
、
三
宝
荒
神
と
類
似
し
た
像
容
を
持
つ
東
寺
講
堂
の
金
剛
夜
叉
明
王
像
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
東
寺
は
、
平
安
遷
都
後
、

王
城
鎮
護
、
国
家
鎮
護
の
寺
と
し
て
造
営
さ
れ
た
が
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）、
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
が
、
嵯
峨
天
皇

（
七
八
六
〜
八
四
二
）
か
ら
下
賜
さ
れ
、
真
言
密
教
の
根
本
道
場
と
な
っ
た
。
こ
の
東
寺
講
堂
に
は
、
五
智
如
来
、
五
大
菩
薩
、

五
大
明
王
、
四
天
王
、
梵
天
、
帝
釈
天
の
二
十
一
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
れ
ら
の
諸
尊
の
制
作
は
、
天
長
十
年
（
八
三

三
）、
即
位
し
た
ば
か
り
の
仁
明
天
皇
（
八
一
〇
〜
八
五
〇
）
の
病
気
治
癒
を
祈
願
し
て
開
始
さ
れ
、
承
和
六
年
（
八
三
九
）
に

開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
。
二
十
一
尊
像
の
う
ち
、
五
智
如
来
像
と
五
大
菩
薩
像
の
中
尊
は
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
の
土
一

揆
に
よ
っ
て
、
講
堂
火
災
の
際
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
の
も
の
は
再
興
像
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
金
剛
夜
叉
明
王

像
を
含
め
た
他
の
諸
尊
像
は
、
当
時
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
五
大
明
王
像
は
、
日
本
に
お
い
て
現
存
す
る
最
古
の
作

例
と
な
る）

（（
（

。

五
大
明
王
像
は
、
中
央
に
不
動
明
王
像
、
東
に
降
三
世
明
王
像
、
南
に
軍
荼
利
明
王
像
、
西
に
大
威
徳
明
王
像
、
北
に
金
剛
夜

叉
明
王
像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
五
大
明
王
は
、
不
空
訳
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』
が
根
拠
と
な
っ
て
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い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像
と
一
致
し
て
い
な
い）

（1
（

。
金
剛
夜
叉
明
王
像
に
つ

い
て
は
、
そ
の
尊
格
さ
え
も
一
致
し
て
い
な
い）

（1
（

。
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
三
面
五
目
六
臂
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
単
独
尊
と
し
て
、

『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
。

東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像
の
像
容
に
つ
い
て
は
、「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
両
者
の
像
容
は
、

極
め
て
類
似
し
て
い
る
。「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
は
、『
仁
王
経
』
の
布
教
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
御
筆
本
で
あ
る
が
、
そ
の
伝

来
や
時
期
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像
の
造
立
以
降
に
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
が
東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像
の
像
容
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

奥
野
早
輝
子
氏
は
、「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
の
制
作
に
際
し
、
東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像
に
倣
っ
た
五
大
明
王
像
を
描
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
御
筆
本
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

。
五
大
明
王
像
は
、
そ
の
後
、

多
様
化
し
て
い
く
が
、「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
に
使
わ
れ
た
よ
う
に
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
を
含
め
た
東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像

の
像
容
は
、
当
時
の
標
準
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
宝
荒
神
像
の
像
容
に
つ
い
て
も
、
当
時
一
般
的
で

あ
っ
た
東
寺
講
堂
金
剛
夜
叉
明
王
像
を
倣
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

三
宝
荒
神
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
類
似
性
を
示
す
例
と
し
て
、
道
川
神
社
（
秋
田
県
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
三
面
三
目
六
臂
座
像

二
躯
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
躯
の
仏
像
は
、
伝
金
剛
夜
叉
明
王
坐
像
と
愛
染
明
王
坐
像
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
石
川
知
彦
氏

は
、
こ
の
二
躯
の
仏
像
が
、
ど
ち
ら
も
三
宝
荒
神
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
制
作
年
代
は
、
伝
金
剛
夜

叉
明
王
坐
像
が
鎌
倉
期
中
期
、
愛
染
明
王
坐
像
は
鎌
倉
後
期
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
愛
染
明
王
坐
像
は
、
そ
の
像
容
が
愛
染
明
王

一
般
の
像
容
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
修
理
の
際
に
、
愛
染
明
王
と
し
て
の
特
徴
を
付
加
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
頭
上
の

獅
子
冠
や
日
輪
形
の
円
光
背
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
躯
が
、
三
宝
荒
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
資
料
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
が
、
修
験
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
地
方
に
と
っ
て
三
宝
荒
神
が
馴
染
み
の
薄
い
尊
容
で
、
信
仰
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が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

（1
（

。
そ
の
結
果
、
明
王
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
愛
染
明
王
座
像

は
そ
の
像
容
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
修
理
の
際
に
、
愛
染
明
王
の
特
徴
が
付
け
加
え
ら
れ
た
が
、
伝
金
剛
夜
叉
明
王
坐
像
で
は
、

そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
三
宝
荒
神
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
像
容
が
似
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
三
宝
荒
神
の
三
面
三
目
六
臂
立
像
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
類
似
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
き
た
。
三
面
三
目
六
臂
立
像
が

金
剛
夜
叉
明
王
像
を
参
考
に
し
た
可
能
性
を
考
え
る
た
め
に
は
、
三
宝
荒
神
と
金
剛
夜
叉
明
王
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。
以
下
の
章
で
は
、
両
尊
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

四

三
宝
荒
神
の
性
格
（
毘
那
夜
迦
と
の
同
体
説
）

三
宝
荒
神
は
、
密
教
、
修
験
道
、
神
道
な
ど
の
教
義
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
。
仏
教
経
典
に
見
ら
れ
な
い
神
で
あ
る
が
、

密
教
と
の
関
連
性
は
高
い
。
も
と
も
と
密
教
と
修
験
道
・
神
道
（
両
部
神
道
な
ど
）
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
宝
荒

神
は
、
密
教
、
と
く
に
真
言
宗
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
『
笠
荒
神
鷲
峯
山
竹
林
寺
來
由
記
』
で
の
三

宝
荒
神
の
感
得
者
は
、
修
験
道
の
祖
と
さ
れ
る
役
小
角
で
あ
る
が
、『
子
島
山
観
覚
寺
縁
起
』
で
の
三
宝
荒
神
の
感
得
者
真
興
は
、

真
言
宗
の
僧
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
奈
良
県
の
立
里
荒
神
社
の
縁
起
『
三
宝
大
高
荒
神
略
縁
起
』
で
は
、
三
宝
荒
神
の
感
得
者
は
空

海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
と
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
真
言
宗
で
、
三
宝
荒
神
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

金
本
拓
士
氏
は
、
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
撰
述
の
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
に
お
け
る
、
荒
神
に
つ
い
て
の
記
載
に
注

目
す
る
。
こ
こ
で
は
、
荒
神
は
陰
陽
師
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
で
は
毘
那
夜
迦
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
頼
瑜
に
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よ
る
荒
神
と
毘
那
夜
迦
の
同
体
説
は
、
頼
瑜
と
同
時
代
人
で
あ
る
学
僧
教
舜
（
生
没
年
不
詳
）
も
同
意
し
て
い
る
。
教
舜
の
『
秘

鈔
口
決
』
で
も
、
荒
神
が
障
礙
神
で
あ
り
、
毘
那
夜
迦
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
荒
神
供
は
外
法
で
あ
る
と
説
い
て
い

る）
（1
（

。こ
う
し
た
真
言
宗
に
よ
る
荒
神
と
毘
那
夜
迦
の
同
体
説
は
、
真
言
宗
以
外
で
も
受
容
さ
れ
た
。
台
密
の
儀
軌
「
十
八
契
印
儀

軌
」『
阿
婆
縛
抄
』（
十
三
世
紀
頃
成
立
）
や
神
道
の
『
神
道
雑
々
集
』（
一
三
三
二
成
立
）
で
も
、
荒
神
が
毘
那
夜
迦
で
あ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る）

（1
（

。
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
、
荒
神
・
毘
那
夜
迦
同
体
説
は
、
一
般
に
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

毘
那
夜
迦
（
歓
喜
天
、
聖
天
）
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
・
ガ
ネ
ー
シ
ャ
を
仏
教
が
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
々
に
障
害

を
も
た
ら
す
障
礙
神
で
あ
っ
た
の
が
、
仏
教
に
帰
依
し
て
護
法
善
神
と
な
っ
た
神
で
あ
る
。
例
え
ば
、
真
言
宗
の
僧
覚
禅
（
一
一

四
三
〜
没
年
不
詳
）
撰
述
の
『
覚
禅
鈔
』
で
は
、
毘
那
夜
迦
に
よ
る
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
へ
の
説
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
摩

羅
醯
羅
州
の
王
は
、
国
に
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
る
と
、
死
人
の
肉
を
食
べ
始
め
、
そ
し
て
つ
い
に
は
生
身
の
人
間
を
食
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
民
衆
は
、
王
と
戦
お
う
と
し
た
が
、
王
は
「
大
鬼
王
毘
那
夜
迦
」
と
な
り
、
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
こ

の
毘
那
夜
迦
の
た
め
、
国
中
に
疫
病
が
蔓
延
し
た
。
人
々
は
、
十
一
面
観
音
に
助
け
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
観
音
は
毘
那
夜
迦
女
の

姿
に
変
化
し
て
、
毘
那
夜
迦
と
な
っ
た
王
を
改
心
さ
せ
た
。
そ
し
て
疫
病
が
収
束
し
、
国
に
平
和
が
戻
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る）

（1
（

。

ち
な
み
に
、『
覚
禅
鈔
』
に
毘
那
夜
迦
の
像
容
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
一
面
一
目
六
臂
立
像
と
三
面
三
目
四
臂

座
像
（
ど
ち
ら
も
単
身
）
が
あ
る
。
三
面
三
目
六
臂
立
像
の
三
宝
荒
神
像
と
の
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い）

11
（

。
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五

三
宝
荒
神
に
お
け
る
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
へ
の
転
換

前
章
で
、
毘
那
夜
迦
が
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
に
変
化
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
三
宝
荒
神
も
同
様
の
性
格
を
有
す
る
。
前
述

し
た
『
大
荒
神
経
』
で
も
、
障
礙
神
と
し
て
三
宝
荒
神
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
衆
生
教
化
の
た
め
、
障
礙
神
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
毘
那
夜
迦
の
よ
う
な
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
へ
の
転
換
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
も
前
述
し
た
『
勝
尾
寺
流
記
』
で
は
、
三
宝
荒
神
は
多
数
の
眷
属
を
伴
っ
て
悪
事
を
働
き
、
自
ら
が
祀
ら
れ
る
こ
と
を

強
要
す
る
。
そ
し
て
、
祀
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
護
法
善
神
と
な
る）

1（
（

。『
勝
尾
寺
流
記
』
に
登
場
す
る
三
宝
荒
神
の
方
が
、
毘
那

夜
迦
に
近
い
。
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
へ
の
転
換
と
い
う
性
質
か
ら
、
三
宝
荒
神
と
毘
那
夜
迦
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。毘

那
夜
迦
と
似
た
例
と
し
て
、
吒
枳
尼
天
が
あ
る
。
人
肉
を
食
べ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
・
ダ
ー
キ
ニ
ー
は
、
大
黒
天
に
調
伏

さ
れ
、
護
法
善
神
と
し
て
吒
枳
尼
天
と
な
っ
た
。
大
黒
天
（
摩
訶
迦
羅
天
）
自
体
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
・
シ
ヴ
ァ
の
化
身
と

さ
れ
る
マ
ハ
ー
カ
ー
ラ
を
仏
教
に
取
り
込
ん
だ
護
法
善
神
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ハ
ー
カ
ー
ラ
自
体
も
破
壊
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
大
黒
天
に
つ
い
て
も
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
に
な
っ
た
例
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

障
礙
神
と
し
て
の
過
去
を
持
つ
護
法
善
神
は
、
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
一
方
、
信
仰
を
止
め
た
り
、
粗
末
に
扱
っ
た
り
す
る

と
祟
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
怖
い
神
」
と
さ
れ
る
も
の
で
、
毘
那
夜
迦
や
吒
枳
尼
天
も
、
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
。

そ
の
た
め
、
同
様
の
性
格
を
持
つ
別
の
神
と
習
合
し
や
す
い
。
摩
多
羅
神
も
、
仏
典
に
出
て
こ
な
い
神
で
あ
る
が
、
光
宗
（
一
二

七
六
〜
一
三
〇
九
）
の
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
は
、
吒
枳
尼
天
、
摩
訶
迦
羅
天
と
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、
摩
多
羅
神
は
、
唐
か
ら
船
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で
帰
途
に
つ
く
円
仁
（
七
九
四
〜
八
六
四
）
に
対
し
、
自
分
は
障
り
を
な
す
神
で
あ
り
、
祀
ら
な
い
と
往
生
の
願
い
が
成
就
さ
れ

な
い
と
言
う）

11
（

。
ま
さ
に
、
障
礙
神
で
あ
る
。
ま
た
、『
勝
尾
寺
流
記
』
の
三
宝
荒
神
の
話
と
類
似
し
て
い
る
。

山
本
ひ
ろ
子
氏
は
、『
北
院
御
室
拾
要
集
』
の
「
東
寺
夜
叉
神
事
」
に
、
東
寺
に
贈
ら
れ
た
夜
叉
神
像
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
夜
叉
神
は
、
三
面
六
臂
で
、
中
央
が
聖
天
（
毘
那
夜
迦
）、
左
が
吒
枳
尼
天
、
右
が
弁
才
天
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
夜
叉
神
が
摩
多
羅
神
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
こ
で
、
夜
叉
神
と
毘
那
夜
迦
が
結
び
つ
き
、
毘
那
夜

迦
を
通
じ
て
三
宝
荒
神
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。

六

金
剛
夜
叉
明
王
に
お
け
る
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
へ
の
転
換

金
剛
夜
叉
明
王
及
び
そ
の
三
面
五
目
六
臂
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
に
説
か
れ
て

い
る
。
金
剛
夜
叉
明
王
は
、
人
を
喰
う
恐
る
べ
き
鬼
神
で
あ
っ
た
が
、
大
日
如
来
の
威
徳
で
改
心
し
、
忿
怒
神
と
し
て
一
切
諸
悪

を
喰
う
こ
と
を
誓
っ
た
と
さ
れ
る
。
金
剛
夜
叉
明
王
の
名
の
基
と
な
っ
て
い
る
夜
叉
自
体
も
、
人
を
喰
う
鬼
神
で
あ
り
、
仏
教
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
八
部
衆
の
一
尊
、
ま
た
は
毘
沙
門
天
の
眷
属
と
し
て
護
法
善
神
に
転
換
し
て
い
る）

11
（

。
ま
さ
に
、
三
宝
荒
神
・
毘

那
夜
迦
と
同
様
、
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
に
変
化
し
て
い
る
。
三
宝
荒
神
が
、
金
剛
夜
叉
明
王
と
類
似
し
た
性
質
を
持
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

北
方
に
配
置
さ
れ
る
金
剛
夜
叉
明
王
以
外
の
五
大
明
王
は
、
中
央
の
不
動
明
王
、
東
方
の
降
三
世
明
王
、
南
方
の
軍
荼
利
明
王
、

西
方
の
大
威
徳
明
王
と
な
る
。
不
動
明
王
は
大
日
如
来
の
化
身
、
降
三
世
明
王
は
そ
の
原
形
が
ア
ス
ラ
族
に
求
め
ら
れ
、
軍
荼
利

明
王
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
、
大
威
徳
明
王
の
起
源
も
シ
ヴ
ァ
神
や
ア
ス
ラ
族
に
あ
る
と
さ
れ
る）

11
（

。
降
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三
世
明
王
、
軍
荼
利
明
王
、
大
威
徳
明
王
は
非
ア
ー
リ
ア
系
の
民
族
の
神
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
五
大
明
王
の

中
で
、
障
礙
神
と
し
て
の
性
格
を
最
も
強
く
持
っ
て
い
る
の
は
、
金
剛
夜
叉
明
王
と
な
る
。
三
宝
荒
神
像
の
三
面
三
目
六
臂
像
の

制
作
者
が
、
最
も
参
考
に
し
た
の
は
こ
の
金
剛
夜
叉
明
王
と
そ
の
像
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結

論

現
存
す
る
三
宝
荒
神
の
像
容
は
、
彫
刻
に
多
い
三
面
三
目
六
臂
像
と
絵
画
に
多
い
八
面
三
目
八
臂
像
の
二
種
類
が
主
流
で
あ
る
。

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
像
容
が
、
文
献
的
な
裏
付
け
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
検
証
の
結
果
、

八
面
三
目
八
臂
像
は
文
献
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
三
面
三
目
六
臂
像
に
つ
い
て
は
、
文
献
で
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

本
稿
の
第
二
の
目
的
は
、
文
献
的
な
裏
付
け
の
な
い
三
面
三
目
六
臂
像
の
起
源
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
像
容
と
し
て
類
似
し

て
い
る
も
の
は
、
東
寺
講
堂
の
金
剛
夜
叉
明
王
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。
真
言
宗
で
は
、
三
宝
荒
神
は
、
毘
那
夜
迦
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
同
体
説
は
、
一
般
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
北
院
御
室
拾
要
集
』
の
「
東
寺
夜
叉

神
事
」
に
記
さ
れ
た
三
面
六
臂
の
夜
叉
神
像
の
中
央
の
面
が
、
聖
天
（
毘
那
夜
迦
）
と
さ
れ
て
い
る
。
東
寺
を
通
じ
て
、
三
宝
荒

神
・
毘
那
夜
迦
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
宝
荒
神
・
毘
那
夜
迦
と
金
剛
夜
叉
明
王
は
、
障
礙
神
で

あ
っ
た
も
の
が
仏
教
に
よ
っ
て
護
法
善
神
と
な
っ
た
と
い
う
共
通
し
た
性
格
を
有
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
護
法
善
神
と
な
っ
た

後
も
障
礙
神
と
し
て
の
性
質
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
宝
荒
神
と
金
剛
夜
叉
明
王
は
、
習
合
し
や
す
い
土
壌
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
面
三
目
六
臂
の
三
宝
荒
神
像
の
制
作
者
は
、
東
寺
講
堂
の
金
剛
夜
叉
明
王
像
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
三
面
五
目
六
臂

の
金
剛
夜
叉
明
王
像
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
道
川
神
社
の
よ
う
に
三
宝
荒
神
像
と
金
剛
夜

叉
明
王
像
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
三
面
六
臂
の
三
宝
荒
神
像
は
三
目
で
あ
る
が
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
は
五
目
で
あ
る
。

ま
た
、
三
面
六
臂
の
三
宝
荒
神
像
の
制
作
者
が
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
を
参
考
に
し
た
と
い
う
文
献
的
な
裏
付
け
が
な
い
。
さ
ら
に
、

三
宝
荒
神
像
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
類
似
性
の
根
拠
に
、
両
者
に
お
け
る
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
へ
の
転
換
に
根
拠
を
求
め
た
が
、

こ
う
し
た
転
換
は
こ
の
両
尊
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
根
拠
を
見
つ
け
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）
民
俗
学
の
視
点
か
ら
の
先
行
研
究
と
し
て
、
山
崎
亮

二
〇
〇
二
「
荒
神
祭
祀
論
の
た
め
の
覚
書
〜
出
雲
地
方
を
念
頭
に
置
い
て
〜
」『
有
馬

毅
一
郎
先
生
退
官
記
念
論
集
』、
四
九
〜
六
二
頁
、
シ
ン
シ
ア
・
ネ
リ
・
ザ
ヤ
ス

二
〇
〇
七
「
淡
路
島
に
お
け
る
災
害
と
記
憶
の
文
化
〜
荒
神

信
仰
を
中
心
に
〜
」『
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
〇
四
、
一
〜
二
七
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）
石
川
知
彦

二
〇
一
四
「
三
宝
荒
神
像
種
々
相
序
説
」『
佛
教
學
研
究
』
七
〇
、
一
〜
三
六
頁
。

（
3
）
石
川
知
彦

二
〇
一
四
「
三
宝
荒
神
像
種
々
相
序
説
」『
佛
教
學
研
究
』
七
〇
、
一
〜
三
六
頁
。

（
4
）
子
登
著
『
真
俗
仏
事
編
巻
之
一
祈
祷
編
』、
一
八
八
九
年
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/pid/	
（1（70（/1/（

（
参
照
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
）

（
5
）
心
空
著
『
摂
州
島
下
郡
応
頂
山
勝
尾
寺
支
証
類
聚
第
一
縁
起
（
勝
尾
寺
流
記
）』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
八
、
一
九
一
二
─
一
九
二
二
年
刊
、

四
二
三
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/pid/（52（22/1/217

（
参
照
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
）

（
（
）
鈴
木
佐
内

一
九
七
八
「
荒
神
祓
と
荒
神
供
〜
荒
神
和
讃
の
背
景
〜
」『
智
山
学
報
』
二
七
、
一
五
三
〜
一
六
九
頁
。

（
7
）
『
子
島
山
観
覚
寺
縁
起
一
巻

付
子
島
山
寺
建
立
縁
起
大
師
伝
一
巻
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
九
、
一
九
一
二
─
一
九
二
二
年
刊
、
四
一
〜
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四
六
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/pid/（52（23/1/2（

（
参
照
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
）

（
（
）
東
寺
の
寺
誌
で
あ
る
『
東
宝
記
』
で
は
、
金
剛
夜
叉
明
王
像
は
、
羂
索
で
は
な
く
輪
宝
を
持
っ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
造
立
当
時
は
、

輪
宝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
野
早
輝
子

二
〇
二
二
「「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
と
東
寺
講
堂
五
大
明
王
像
」『
美
術
史
論
集
』
二
二
、
一

一
一
〜
一
二
三
頁
。

（
（
）
三
面
三
目
六
臂
像
は
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
に
残
る
葉
衣
観
自
在
の
図
像
に
多
く
あ
る
。
佐
久
間
留
理
子
氏
に
よ
れ
ば
、
葉
衣
観
自
在
が
、
非
ア
ー

リ
ア
系
で
か
つ
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
正
統
派
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
た
シ
ャ
バ
ラ
族
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
来
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
葉
衣
観
自
在
の
図
像
と

三
面
三
目
六
臂
像
の
三
宝
荒
神
像
と
直
接
の
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
葉
衣
観
自
在
の
図
像
と
金
剛
夜
叉
明
王
像
の
関
係
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
佐
久
間
留
理
子

二
〇
〇
二
「
葉
衣
観
自
在
の
図
像
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
八
、
一
五
七
〜
一
七
〇
頁
。

（
10
）
東
寺
講
堂
諸
像
の
造
立
意
図
に
つ
い
て
は
、
仁
王
経
曼
荼
羅
説
、
金
剛
界
曼
荼
羅
説
、
金
剛
界
法
・
仁
王
経
法
重
複
説
な
ど
が
あ
り
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
原
浩
史

二
〇
〇
五
「
東
寺
講
堂
五
大
明
王
像
の
造
立
意
図
と
仁
王
経
法
」『
史
友
』
三
七
、
三
九
〜
六
八
頁
。

（
11
）
東
寺
講
堂
の
五
大
明
王
像
よ
り
は
時
代
が
下
が
る
が
、
同
じ
く
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
醍
醐
寺
の
五
大
明
王
像
（
上
醍
醐
五
大
堂
本
尊
）
や

大
覚
寺
の
五
大
明
王
像
な
ど
も
、
そ
の
像
容
は
、
東
寺
講
堂
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
寺
講
堂
の
金
剛
夜
叉
明
王
像
は
、
当

時
の
標
準
的
な
像
容
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）
原
浩
史

二
〇
〇
五
「
東
寺
講
堂
五
大
明
王
像
の
造
立
意
図
と
仁
王
経
法
」『
史
友
』
三
七
、
三
九
〜
六
八
頁
。

（
13
）
不
空
訳
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』
で
は
、
烏
枢
瑟
摩
明
王
と
そ
の
像
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
台
密
で

は
、
金
剛
夜
叉
明
王
の
代
わ
り
に
烏
枢
瑟
摩
明
王
が
、
五
大
明
王
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
井
筒
信
隆
氏
は
、
五
大
明
王
を
説
く
『
摂
無
礙
経
』
に
、

北
方
尊
と
し
て
金
剛
夜
叉
明
王
と
烏
枢
瑟
摩
明
王
が
交
互
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
密
と
台
密
で
五
大
明
王
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
る

と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
井
筒
信
隆

二
〇
一
四
「
金
剛
夜
叉
明
王
」「
特
集
：
明
王
の
す
べ
て
─
不
動
・
愛
染
な
ど
怒
り
の
仏
た
ち
」『
大

法
輪
』
八
月
号
、
一
〇
三
〜
一
〇
五
頁
。

（
14
）
奥
野
早
輝
子

二
〇
二
二
「「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
と
東
寺
講
堂
五
大
明
王
像
」『
美
術
史
論
集
』
二
二
、
一
一
一
〜
一
二
三
頁
。

（
15
）
石
川
知
彦

二
〇
一
八
「
愛
染
明
王
の
名
を
も
つ
三
宝
荒
神
像
〜
秋
田
・
道
川
神
社
像
を
め
ぐ
っ
て
〜
」『
悠
久
』
一
五
五
、
七
七
〜
九
〇
頁
。

（
1（
）
『
三
宝
大
高
荒
神
略
縁
起
』
本
地
垂
迹
資
料
便
覧

http://w
w
w
.lares.dti.ne.jp/~hisadom

e/honji/files/T
A
T
ERI.htm

l

（
参
照
二
〇

二
三
年
三
月
十
一
日
）

（
17
）
金
本
拓
士

二
〇
〇
二
「
真
言
宗
に
お
け
る
荒
神
の
問
題
」『
現
代
密
教
』
一
五
、
八
一
〜
九
二
頁
。
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（
1（
）
黒
田
迪
子

二
〇
一
七
「
荒
神:

障
礙
神
か
ら
竈
神
へ
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
、
一
八
五
〜
二
〇
一
頁
。

（
1（
）
覚
禅
著
『
覚
禅
鈔
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
〇
、
一
九
一
二
─
一
九
二
二
年
刊
、
二
〇
九
四
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
https://dl.ndl.go.jp/pid/（52730/1/77

（
参
照
二
〇
二
三
年
三
月
十
二
日
）

（
20
）
覚
禅
著
『
覚
禅
鈔
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
〇
、
一
九
一
二
─
一
九
二
二
年
刊
、
二
〇
六
五
〜
二
〇
六
七
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/pid/（52730/1/（2
https://dl.ndl.go.jp/pid/（52730/1/（3

（
参
照
二
〇
二
三
年
三
月
十
二
日
）

（
21
）
心
空
著
『
摂
州
島
下
郡
応
頂
山
勝
尾
寺
支
証
類
聚
第
一
縁
起
（
勝
尾
寺
流
記
）』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
百
一
八
、
一
九
一
二
─
一
九
二
二
年
刊
、

四
二
三
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/pid/（52（22/1/217

（
参
照
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
）

（
22
）
田
中
貴
子
氏
は
、
真
言
宗
小
野
流
の
祖
、
仁
海
（
九
五
一
〜
一
〇
四
六
）
及
び
小
野
流
を
通
じ
て
、
吒
枳
尼
天
法
と
愛
染
王
法
が
結
び
つ
い
た

こ
と
を
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
吒
枳
尼
天
と
愛
染
明
王
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
田
中
貴
子

二
〇
〇
六
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』
平
凡

社
。
同
様
に
、
毘
那
夜
迦
と
金
剛
夜
叉
明
王
と
の
関
係
が
見
つ
か
れ
ば
、
本
稿
の
結
論
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
と
な
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
23
）
光
宗
『
渓
嵐
拾
葉
集
』『
大
正
経
』・
巻
七
十
六
・
統
諸
宗
部
七
、
第
三
十
九
常
行
堂
摩
多
羅
神
事
、
六
三
二
〜
六
三
三
頁
。

（
24
）
山
本
ひ
ろ
子

二
〇
〇
三
『
異
神
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
七
一
頁
。

（
25
）
夜
叉
と
類
似
し
、
と
き
に
は
混
同
さ
れ
る
羅
刹
も
障
礙
神
か
ら
護
法
善
神
に
な
り
、
夜
叉
と
同
様
、
毘
沙
門
天
の
眷
属
と
な
っ
て
い
る
。
十
羅

刹
女
の
護
法
善
神
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
が
詳
し
い
。
小
田
悦
代

二
〇
一
六
『
呪
縛
・
護
法
・
阿
尾
奢
法
〜
説
話
に
み
る
僧
の
験

力
〜
』
日
本
宗
教
民
俗
学
叢
書
九
、
岩
田
書
院
。

（
2（
）
毘
那
夜
迦
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
軍
荼
利
明
王
が
挙
げ
ら
れ
る
。
軍
荼
利
明
王
は
、
毘
那
夜
迦
を
調
伏
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
実
際
、
毘

那
夜
迦
を
踏
む
像
容
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
調
伏
す
る
者
が
、
調
伏
さ
れ
る
者
と
習
合
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
軍

荼
利
明
王
が
毘
那
夜
迦
と
習
合
し
て
、
三
宝
荒
神
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
と
し
て
、
悪
鬼
を
退
治
す
る
天
刑
星
が
、
疫

病
を
も
た
ら
す
牛
頭
天
王
を
調
伏
す
る
が
、
や
が
て
両
者
は
習
合
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
牛
頭
天
王
に
、
疫
病
を
防
ぐ
神
と
し

て
の
性
格
が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
軍
荼
利
明
王
は
一
面
八
臂
で
あ
り
、
三
面
六
臂
の
三
宝
荒
神
と
は
そ
の
像
容
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、

軍
荼
利
明
王
と
毘
那
夜
迦
・
三
宝
荒
神
の
間
で
は
習
合
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
生

博
士
（
仏
教
学
））


